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Journal Citation Reportsで分かること

学術雑誌評価ツール
Thomson社が作成する学術雑誌引用文献データベース『Web of Science』の
副産物として作成された

Journal Citation Reports (JCR)とは

論文収録数の多い雑誌は何か？
特定分野で最も引用されている、影響力の高い雑誌は何か？
相対的影響力の分析

‘ホット’な論文を提供している雑誌は何か？
最も勉強するのに良い雑誌は何か？

年一回発行（通常6月下旬－7月頃）
自然科学版 6,100誌以上
社会科学版 1,800誌以上

客観的・定量的分析
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Total Cites （被引用総数）：雑誌に掲載された論文が当該年一年間に他の文

献に引用された総数。

Current Articles（論文総数）：特定の1年間における原著論文・総説論文数。

Impact Factor （インパクトファクター）：特定の１年間において、ある特定雑

誌に掲載された論文がどれくらい頻繁に引用されているかを示す尺度。特定分野にお
けるある特定雑誌の影響度を表す。

• Immediacy Index （即時性指数）：ある特定雑誌においてその年に掲載された

論文が、いかに多く同年中に引用されているかを示す指数。先端分野の雑誌の比較に
有用。“ホット”な影響力のある雑誌がわかる評価指標。

• Cited Half Life （被引用半減期）：引用された雑誌がその年に受けた総被引用

回数を年度別に遡って、その累積百分比が50％にあたる年にいたるまでを算出。年数
が多いほど雑誌論文の引用“寿命”が長いことを意味する。

• Citing Half life（引用半減期）：雑誌に掲載された論文が、どれだけ古い論文まで

引用しているかを示す。

• Source data ： どの雑誌が総説論文または原著論文を多く出版しているか、その原

著・総説の割合、およびそれぞれいくつ論文を引用しているかを示す。

JCRで使用されている雑誌評価指標
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引用：http://suita.library.osaka-u.ac.jp/

JCRへのアクセス（学内のみ）

理工学図書館のホームページ(http://suita.library.osaka-u.ac.jp/)にアクセスし、データ
ベース ⇒ Journal Citation Reportsをクリック



5

JCRへのアクセス（学外）

阪大ポータルにログインし、学術データベースのタブ ⇒ Journal Citation Reportsをクリック

引用：https://portal.osaka-u.ac.jp/ouportal/ouportal.jsp
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引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?SID=W1IdOgopjlAib@Cm6Lf
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【検索例 1】：特定の雑誌のデータを調べる

３つのデータ閲覧・検索方法

・分類別 (分野別、出版社別、

国別)

・特定の雑誌

・すべての雑誌

① 初期画面で「JCR Science Edition 2008」「Search for a specific journal」の
ラジオボタンを選択し、「SUBMIT」をクリック

自然科学版: 6,100 誌自然科学版: 6,100 誌

社会科学版: 1,800 誌社会科学版: 1,800 誌

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?SID=W1IdOgopjlAib@Cm6Lf
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引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR

探したい雑誌名

・雑誌名
・雑誌の略名
・タイトルキーワード
・ISSN
から選択

② プルダウンメニューから「Full Jounral Title」を選択 ⇒ 探したい雑誌名「例：Cell」を
入力し、「SEARCH」をクリック

探したい雑誌名が分からな
い場合は、ここをクリック
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タイトル（CELL）をクリックすると、上記雑誌の完全誌名を含む書誌情報、
データの年度別詳細、自誌引用数、原著論文 / レビュー論文別などの内訳

詳細データやグラフ化データも見ることができます。

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=LIST_SUMMARY_JOURNAL
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個別の雑誌データ

被引用統計グラフ

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=RECORD&rank=1&journal=CELL
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被引用統計グラフ

自誌引用

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=RECORD&rank=1&journal=CELL#cited_journal
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インパクトファクター傾向グラフ

個別の雑誌データ

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=RECORD&rank=1&journal=CELL



13

インパクトファクター統計グラフ

引用：http://admin-
apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ
=IMPACT&rank=1&journal=CELL
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ソースデータ表

個別の雑誌データ

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=RECORD&rank=1&journal=CELL
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ソースデータ表

引用：http://admin-
apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ
=IMPACT&rank=1&journal=CELL

オリジナル論文数

レビュー論文数
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【検索例 2】：特定の分野でインパクトファクターの大きい順雑誌ランキングを作成する

① 初期画面で「JCR Science Edition 2008」 「View a group of journals by」のラジオ
ボタンを選択し、プルダウンメニューを「Subject Category」（デフォルト）に設定して、
「SUBMIT」ボタンをクリック

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?SID=W1IdOgopjlAib@Cm6Lf
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② カテゴリーを「CELL BIOLOGY」に設定し、「View Journal Data」のラジオボタ
ンを選択し、「sort by:」のプルダウンメニューを「Impact Factor」に設定して、
「SUBMIT」ボタンをクリック

ソート項目

•雑誌名

•引用全回数

•インパクトファクター

•即時性指数

•論文総数

•引用半減期

•5年インパクトファクター

ソート項目

•カテゴリー名

•全引用数

•中央値インパクトファク
ター

•総合インパクトファクター

•総合イミディアシーイン
デックス

•総合引用半減期

•全論文数

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR
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インパクトファクターによるソート結果画面

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR
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１．出力対象データをチェック

データ出力

２．Update Marked Listをクリック

３．MARKED LISTをクリック

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR
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MARKED LISTの表示画面

ダウンロードへ

(csvセミコロン形式) 印刷へ

引用：http://admin-apps.isiknowledge.com/JCR/JCR?RQ=LIST_MARKED
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Impact Factorに関する注意点

• Impact Factor は１論文あたりの平均的な引用回数にすぎない

• 研究者に与えられるポイントのようなものではない

• 学術雑誌の影響度を把握する際に使う

• 必ず同じ分野の中で比較をし、絶対的な数値として用いない

• Impact Factorだけで雑誌や著者を評価しない

• 前２年に出版された論文を対象としている

• 自誌引用の率を考慮する

• レビュー論文の割合をみる

IF ≡
（過去2年間に掲載された全論文のCIの総和）

（過去2年間の全論分数)
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ISI Web of Knowledgeへのアクセス

① ISI Web of Knowledgeのホームページ(http://isiknowledge.com)にアクセス
し、「ISI Web of knowledge 」をクリック

② Additional Resourcesタブ ⇒ Journal Citation Reportsをクリック
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出版後何年目ごろが最も引用されるか？

出典: Amin, M. Mabe, M. Impact Factors Use and Abuse, Perspectives 
in Publishing, No 1, Oct. 2000 (PDF), Elsevier Science


